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抄録
【目的】京都大学（以下、京大）医学部と戦争医学犯罪の関連の検証の一環として、旧日本軍関東軍防疫給水（731）

部隊に加担した京大の医学博士学位論文を検証。
【方法】京大蔵書検索 KULINE、京大附属図書館（以下、京図）医学博士論文カード、国立国会図書館（以下、国図）

蔵書検索・申込システム、国立公文書館所蔵資料検索システム、国立公文書館デジタルアーカイブズによ
る学位論文の検索と学位論文などの閲覧。

【結果】得られた論文情報の中で主なものについて、国図の授与年月日情報順に著者別に学位論文の内容や授与状
況の概要を表にまとめた。①大正年間の京大の学内規程では、学位論文は 3 部提出（医学部図書館、京図、
文部省［現在は大部分、国図に移管］）。医学部にはない（2011 年 8 月 5 日現在）。京図か国図一方のみ所
蔵あるいは内容・学位授与日の不一致の論文の存在。②陸軍軍医学校防疫研究室報告を学位論文として（含
む、改竄）提出した者 9 名、内 7 名は戦後（最近は 1960 年）。③㊙等の論文の提出者は 8 名（内 3 名はカー
ドにも㊙等の記載）、内 3 名は戦後。海軍軍医学校の論文も存在。④陸軍軍医学校防疫研究報告 2（743，
758，910，917，920）等。

【結論】京大、国会図書館の論文検索で新たに明らかになった論文もあったが、全面的検証のためには更なる情報
の収集が必要。

Abstract
　Verification	of	the	doctoral	theses	in	the	Faculty	of	Medicine,	Kyoto	University	upon	the	involved	in	731	Unit	
and	so	forth
　Objectives:	To	study	the	medical	doctoral	dissertation,	Kyoto	University	upon	the	involved	in	"731	Unit"	and	
so	forth,	as	part	of	verifying	the	participation	of	Kyoto	University	in	the	medical	war	crime	during	the	so-called	
Sino-Japanese	war.
　Methods:	To	browse	the	Kyoto	University	Library	Network	(KULINE),	the	medical	doctoral	dissertation	cards	
in	Kyoto	University	Main	Library,	 the	National	Diet	Library	Online	Public	Access	Catalog	 (NDL-OPAC),	 the	
Digital	Archive	System	in	the	National	Archives	of	Japan	in	order	to	search	and	refer	the	dissertation.
　Results:	A	table	summarizes	the	main	resulting	information.	Three	copies	of	the	dissertation	shall	be	submitted	
according	to	the	rule	of	the	Kyoto	University.	Reportedly,	those	were	shared	by	the	Ministry	of	Education,	the	
Kyoto	University	Main	Library	and	the	Medical	Library,	Kyoto	University.	Later	the	one	shared	by	the	Ministry	
of	Education	was	transferred	to	the	National	Diet	Library.	Other	one	in	the	Medical	Library	was	discard.	There	
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1．はじめに
　著者は本誌において、戦前 ･ 戦中の日本産業衛生学
会の活動と戦争責任を論じたが、その後日本の医学医
療全般を対象として共同研究を進めてきた。その結果
1―3）を踏まえ、「『15 年戦争』への日本の医学医療の荷
担の解明」（以下、拙稿）4）においてでは、「15 年戦争」
期における日本の医学犯罪、日本の医学界と戦争期に
おける医学犯罪の関係に触れ、「何が日本の医学界の
戦争責任として問われるか」を明らかにし、米国、政府、
日本医学界は戦後、医学犯罪に対してどのように対処
してきたかという経緯を述べ、未解決の日本医学界の
戦争責任問題に向き合う意義、課題を論じた。結論に
おいては、日本の医学会・医師会の当面の課題として
は、歴史の真相の解明に必要な資料や証言の国内外か
らの収集整理と開示のための取り組み、全国の大学に
おける医の倫理の徹底した教育の促進、各医学会にお
ける学会の歴史の検証の促進があげられる、と述べた。
　拙稿及び同引用文献において京都大学（以下、京大）
の占める位置が極めて大きいことが概観できるが、京
大による検証は十分とは未だいえないといえよう。京

大は、1897（明治 30）年にわが国第 2 の帝国大学と
して創設された。医学部の一期生は 1903 年卒であっ
た。京大創設の 100 周年記念事業は、京大医学部出身
の井村裕夫京大総長の下で行われた。その時も上記課
題の検証の絶好の機会と思われたが、触れられること
はなかった。井村裕夫元京大総長を会頭として、2015
年に日本医学会総会は京都で開催されることになって
いる。「戦争と医の倫理」の検証を進める会は、井村
裕夫会頭に「第29回医学会総会の企画に関する要請」5）

を 2012 年 2 月にしているが全く返事がないまま今日
に至っている。
　奈須重雄 6）（NPO 法人 731 部隊・細菌戦資料セン
ター）が、731 部隊員であった金子順一が著者である
東京大学医学博士学位論文の存在を 2011 年に確認し、
知られていなかった細菌戦が明らかになるなど医学
者・医師が細菌戦を実行していたことが新たに実証さ
れた。金子順一には医学博士号（東京大学）が 1949
年 1 月 10 日に授与されている。奈須 6）は「（同論文が）
国会図書館京都分館（ママ）に所蔵されている」と述
べている。常石敬一 7）は国会図書館関西館の検索に
より陸軍軍医学校防疫研究報告の著者の中で学位を授
与された者が 33 名いること、1949 年に授与された者
が 1 名いると述べている。その 1 名は、15 年戦争と
日本の医学医療研究会の「陸軍軍医学校防疫研究報告」
プロジェクトチームにおける常石報告によれば「一条
泰一．脳脊髓液糖量の変化に関する研究．新潟（国会
図書館請求番号 UT51―61―H303）」と考えられ、金子

are	some	dissertations	 that	are	archived	 in	either	 the	Kyoto	University	Main	Library	or	 the	National	Diet	
Library.	There	are	some	discrepancies	of	information	of	each	dissertation	retrieved	through	KULINE	and	NDL-
OPAC.	Nine	dissertations	include	some	Reports	of	the	Department	of	the	Epidemics	Prevention,	Army	Medical	
School	and	7	of	 them	were	awarded	the	PhD	degrees	after	the	World	War	II	 (The	 latest	was	 in	1960).	Eight	
dissertations	 include	the	theses	with	some	kind	of	secret	mark	and	3	of	 them	are	classified	as	secret	among	
the	medical	doctoral	dissertation	cards	in	Kyoto	University	Main	Library.	Also	other	3	of	them	were	awarded	
the	PhD	degrees	after	the	World	War	II.	One	dissertation	was	from	the	Naval	Medical	School.	Newly	identified	
papers	are	Reports	of	the	Department	of	the	Epidemics	Prevention,	Army	Medical	School	2(743,	758,	910,	917,	
920)	etc.			
　Conclusion:	There	are	 some	newly	 identified	papers	 through	 the	retrieval	 in	 the	Kyoto	University	Main	
Library	or	the	National	Diet	Library.	However,	for	the	full	verification	of	the	history	awarding	doctorates,	it	is	
still	necessary	to	search	the	further	information.

　キーワード：戦争医学犯罪、石井四郎、京都大学附属図書館、国立国会図書館、国立公文書館
　Key	words	：medical	war	crime,	 ISHI’I	Shiro,	Kyoto	University	Library,	National	Diet	Library,	National	

Archives	of	Japan
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論文は検索されていなかったといえよう。．
　著者は、金子論文の所在がなぜ 2011 年に明らかに
なったかに疑問を持ち、国会図書館関西館での閲覧、
東京大学学位論文データベースの検索、東京大学総合
図書館や東京大学医学部図書館などの担当者とのやり
取りを行ったが、疑問を解くに至っていない。最近の
博士論文については学位論文の内容及び審査の結果の
要旨が電子化・公開されているが、当時のものはそこ
まで至っていないことも明らかとなった。
　他方、この出来事から、731 部隊関連論文で検証さ
れていない博士学位論文がまだ全国的に存在し、その
中には所在が明らかでなかった著作もあり得ることや
学位授与及び学位論文公表の過程の解明も上述の検証
課題の一角をなすであろうという示唆を得た。
　京都に住み、京大を卒業した者として、京都大学の
博士の学位論文の検証に自ら着手すべきであり、調査
上有利な条件にあると考え，パイロットスタディ的ア
プローチを試みたところ、東大に比べてより詳細な歴
史の真相の解明に必要な資料が未解明のままになって
いる感触を得たので、本格的な調査を行うことにした。
　本稿の目的は、歴史の真相の解明に必要な資料の収
集整理と開示のための取り組みの一環として、旧日本
軍関東軍防疫給水部隊（以下、731 部隊）に加担した
あるいは加担したとされる京大医学部卒業生等の医学
博士学位論文（以下、論文）を明らかにし、学位を
授与された者の学位授与過程を明らかにすることとし
た。なお、その過程で 731 部隊に類する論文の検索に
も努めることとした。

2．方法
　1）対象となる論文の著者は、15 年戦争と日本の医
学医療研究会での共同研究、「戦争と医の倫理」の検
証を進める会などであげられたり、予てより疑わしい
と考えられたりしていた京大関係の医学者・医師とし
た。検索から漏れぬようにするために、京都大学博士
学位論文データベース（以下、京大論文 DB）でキーワー
ドとして著者名を用い、論文を検索した。京大論文
DB の検索では学位授与年ごとに全博士論文を一覧表
示できるので、731 部隊長であった石井四郎が学位を
授与された1927 年以降については暦年ごとに旧制学位

（1960 年迄）の全件の著者名、論文名に目を通し、医
学犯罪との関連が示唆された論文を同時に抽出した。
　2）抽出された論文は、すべて京大附属図書館の貴
重図書であった。京大附属図書館レファレンス掛によ

れば、京都大学では学位申請者は論文 3 部提出するこ
とになっており、文部省、京大附属図書館、京大医学
部図書館に収められることになっていたが、京大医学
部図書館分は既に廃棄処分されているとのことであっ
た。そこで、貴重図書の論文について所定の手続きを
経て閲覧したが、複写は不可であった。一部の論文に
ついては、折衝の結果許可された「表紙の指定業者に
よる写真撮影」を行った。
　3）京大論文 DB で確認されなかった論文の検索と
京大論文 DB 情報や論文現物の記載内容の照合のため
に京大附属図書館医学博士論文カードを検索した。
　4）京大論文 DB で確認されなかった論文の検索と
京大附属図書館医学博士論文カードの照合及び京大論
文 DB 情報や論文現物の内容確認のために国立国会図
書館蔵書検索（以下、国会図書館 DB）で、検索でき
た論文については国会図書館関西館で複写した。
　5）論文中の陸軍軍医学校防疫研究報告については、
不二出版の復刻版 8）と照合した。
　6）京大医学部の同窓会に当たる芝蘭会の会員名簿
との照合により抽出された著者の卒業年を調査した。
　7）その他に、京都大学 100 年史 9）などを参考にした。

3．結果
3―1．主要な抽出情報

　得られた情報の中で主なものについて、京大論文
DB の学位授与年月日情報順に著者別に論文の内容や
授与状況の概要をまとめたのが表である。なお、京大
論文 DB では見いだせなかった者については国会図書
館 DB の学位授与年月日を採用した。整理番号は著者
が付けたものである。
　①は論文の著者名、すなわち学位を授与された者
42 名の氏名である。731 部隊長であった石井四郎以降
に学位を授与された者は 33 名である。調査で新たに
抽出された者としては杉橋豊次、出井勝重がある。京
大論文 DB、国会図書館 DB の両方で見いだせなかっ
た者は川上漸（1909 年卒、以下年卒略）、戸田正三

（1910）、小野寺義男（1927）、神田弘輔（1938）、巽庄
司、坂東太郎、多幾山琢二（1939）、伊藤那之助（1940）、
岩崎光三郎、佐藤東明（1941）であった。
　②～⑥は京大論文 DB から得たものである。②は京
大附属図書館の参照番号、③は閲覧請求時の請求記号
である。各番号の前の旧制 / は省略してある。④は医
学博士の学位を授与されたとされる年月日である。京
都大学 100 年史資料編（3）10）によれば、1898 年の
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勅令第 344 号 11）による学位授与は 1923 年迄、1920
年の勅令第 200 号 12）による学位授与は 1921 年から
1961 年まで、1953 年文部省令第 9 号 11）による学位授
与は 1957 年からと、一部重複している。本調査の著
者はいずれも文献請求記号の期間が旧制となっている
ので、1953 年文部省令第 9 号以前の学位規程で授与
されたものといえる。しかし、舟岡省五、小林六造、
富士	貞吉については 1898 年勅令第 344 号か 1920 年
勅令第 200 号のどちらに拠るかは不明である。⑤は学
位記番号で、京大における博士の学位の整理番号を表
している。
　⑦～⑬は、京大論文 DB で検索された論文（貴重図
書）を所定の手続きに基づき閲覧して、転記した情報
をまとめたものである。論文は主論文、参考論文から
成っていたが、装丁は 1 冊に合本され、表紙・目次が
添付されているものから目次もなく各冊バラバラのも
のまで様々であった。また、京大医学部図書館請求記
号、主論文数、参考論文数、可決日や㊙記号などを記
載したタグが綴じ紐に通されるなどして添付されてい
るものもあった。可決日は前述タグより転記した。な
お、京大論文 DB で検索された学位論文の内容や審査
の結果の要旨は、論文には収蔵されていなかった。
　⑭は京大附属図書館医学博士論文カードで㊙等の印
が記されていたことを秘で示している。
　⑮は芝蘭会会員名簿平成 20 年（2008 年）13）に記載
されていた各著者の京都大学医学部の卒業年（西暦年
上 2 桁の 19 を省略）である。同名簿に掲載されてい
ない者は他大学を卒業した者と考えられるが、卒業校
は利用した DB、図書カードや閲覧した論文では確認
できなかった。
　⑯は日本陸海軍総合辞典 14）において、731 部隊
主要幹部名簿に掲載されていた者について軍医将校

（◎）、技師（○）の種別で示す。前述したように石
井四郎以降に学位を授与され者は 33 名であるが、内
731 部隊の軍医将校が 14 名、技師が 9 名、計 23 名を
占めていることが明らかとなった。
　⑰は学位授与当時の京大医学部長名を示す。
　⑱～⑳は国会図書館 DB から得られた請求番号、学
位授与年月日、学位論文の題目を示す。
3―2．学位論文の有無、所在�

　京大論文 DB のみで検索・閲覧できた者は清野謙次、
久野寧、正路倫之助、舟岡省五、小林六造、富士貞吉、
大田黒猪一郎、国会図書館 DB のみで検索・閲覧でき
た者は増田知貞、林一郎、竹広登、平澤正欣と不揃い

であることが明らかになった。
　戸田正三については大日本博士録 15）によれば医学
博士の学位を有している。これが正しければ、学位
申請者は学位論文を 3 部提出することとした京大の学
位規程が制定された 1921 年以前あるいは 1923 年迄適
用された学位論文の提出の定めのない 1898 年勅令第
344 号 11）によって、戸田正三は学位を授与されたも
のと考えられる。その他の者は学位を授与されていな
いと考えられる。
　提出された学位論文 3 部の内、文部省分は大部分が
国会図書館に移籍されたとのことである。国会図書館
に収蔵されているにもかかわらず、京大附属図書館に
収蔵されていない理由は分からなかった。京大附属図
書館に収蔵されていて、国会図書館に収蔵されていな
い理由の一つとして、すべての学位論文が国会図書館
に移籍された訳ではないことがあげられるが、移籍さ
れなかった学位論文の顛末は分からなかった。
3―3．学位論文DBの情報の不一致

　京大論文 DB と国会図書館 DB で学位授与日、論文
題目（新旧漢字以外）で一致しないものがあることが
明らかになった。京大論文 DB における論文題目が独
語あるいは英語のものは、国会図書館 DB では邦訳登
録されていた。国会図書館で閲覧・複写できた論文は
著者ごとに全論文を収納してある封筒や箱にも国会図
書館 DB と同一の論文題目の全体あるいは一部が著者
名などとともにマジックインクで手書きされていた。
3―4．受理論文の構成の概要

　陸軍軍医学校防疫研究室報告（以下、防疫研報告）
を学位論文として提出した者は、野口圭一、大月明、
大田黒猪一郎、平澤正欣、上田正明、三谷恒夫、宮崎
淳臣、出井勝重の 9 名、内、野口圭一、大月明以外の
7 名は戦後で最近の論文は 1960 年に学位を授与され
た出井勝重の論文であった。
　上田正明の論文では、防疫研報告の表紙がなく、表
紙は手書きで、防疫研報告の 2 頁目の冒頭部分の文章
が手書き謄写版に差し替えられ論文 1 頁目に折り込み
で貼り付けられている。京大附属図書館に収蔵されて
いる主論文 4 は 2 頁目以降活字印刷でヘッダーに 2―
917 が印刷され、防疫研報告第 2 部の一部と推定でき
た。国会図書館で、上田正明の論文を閲覧したところ、
主論文 4 の 1 頁目から全て手書き謄写版であり、本文、
図表の内容は、京大附属図書館に収蔵されている主論
文 4 と全く同一であった。京大附属図書館に収蔵され
ている他の主論文4件は全て手書き謄写版であったが、
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国会図書館では、京大附属図書館に収蔵されている主
論文 4 と同じ体裁であり、各論文のヘッダーには 2―
621、2―933、2―884、2―918 が付された活字印刷版であ
り、2 頁以降は防疫研報告第 2 部 8）に掲載の論文と同
一であることが確認された。このことから主論文 4 は
新たに所在が確認された防疫研報告 2―917 といえる。
　大田黒猪一郎の論文には冒頭に目次があるが、参考
論文 1 の記載はなく、論文自体も所蔵されていない。
　軍医団雑誌の掲載論文を提出していた者は増田知
貞、中留金蔵、園田太郎、防疫研報以外の 731 部隊関
連の雑誌の掲載論文を提出していた者は鈴木啓之、大
田黒猪一郎であった。その他に杉橋豊次の論文検索に
より海軍軍医学校関係でも㊙扱いの論文が刊行されて
いたことが明らかになった。
　⑨に示すとおり、㊙等の印刷あるいは捺印のある論
文の提出者は、野口圭一、大月明、吉村博、杉橋豊次、
大田黒猪一郎、三谷恒夫、宮崎	淳臣、出井勝重の 8
名であった。鈴木啓之、野口圭一、吉村博の 3 名につ
いては⑭に示すとおり、京大附属図書館医学博士論文
カードにも㊙等が記載されていた。鈴木啓之の主論文
については京大附属図書館では五十部ノ七号、国会図
書館では五十部ノ六号と附番されていた。
　主論文 1 に記載された所属が 731 部隊関係の者は、
⑩に示すとおり、鈴木啓之、野口圭一、大田黒猪一郎、
平澤正欣、宮崎淳臣、出井勝重であった。
　指導者として軍医学校、731 部隊の者が記載されて
いた論文を提出した者は、⑫に示すとおり、鈴木啓之、
野口圭一、大田黒猪一郎、平澤正欣、出井勝重であった。
　平澤正欣は敗戦前に戦死したとされる 7）（日本陸海
軍総合辞典 14）では 1945 年 6 月 11 日死亡と記されて
いる）が、常石 7）がすでに明らかにしているように、
⑲国会図書館 DB によれば学位授与は 1945 年 9 月 26
日となっている。
　⑫、⑰によれば、論文指導、医学部長として戦前戦
後の学位授与に清野謙二、木村廉、杉山繁輝、正路倫
之助、舟岡省五、前田鼎、戸田正三、内野仙冶、荻生
規矩夫などが一貫して関わってきたと考えられる。
3―5．新たに所在が確認された論文

　⑨の論文番号に付した下線で示すとおり、本調査で
新たに所在が確認されたもの（十五年戦争極秘資料集	
補巻 23	陸軍軍医学校防疫研究報告 8）に掲載されてい
ない論文）としては、防疫研報告では第 2 部の 758、
780、787―789、910、917、920、929 号であった。そ
の他に 731 部隊関係では、鈴木啓之論文の主論文のⅡ

‐ 215、参考論文 4 の記事Ⅱ ‐ 30、参考論文 5 の石
井紀要 1（4）、参考論文 6 の 1（4）、大田黒猪一郎の
参考論文 3 の南方軍防疫給水部業報丙 35、吉村博論
文があげられる。また、海軍省では杉橋豊次の主論文
の 116（5）、参考論文 1、3 の化研実験報告 23 号、参
考論文 2 の化研実験報告 5 号があげられる。
　大田黒猪一郎（参：京大附属図書館撮影写真）につ
いては、主論文 6（防疫研報告第 2 部 758 号）、7（防
疫研報告第 2 部 920 号）の所在の確認により、「炭疽
ニ関スル研究補遺」を論題とする研究の全体像が明ら
かにされたといえる。

4．考察
　学位授与年月日その他の幾つかの情報が書誌文献・
DB によって異なること、京大附属図書館、国会図書
館の両者に所蔵されていない、あるいは同一でない論
文が所蔵されていることが明らかになった。京都大学
では、学位授与については、勅令第 344 号 11）、勅令第
200 号 12）の他に、1958 年 1 月 28 日までは 1921 年の
京都帝国大学学位規程 16）以降は京都大学学位規程 16）

によっていたとされる。
　すなわち、勅令第 344 号 11）では「第二条　学位ハ
文部大臣ニ於テ左ニ掲クル者ニ之ヲ授ク
　一　帝国大学大学院ニ入リ定規ノ試験ヲ経タル者又
ハ論文ヲ提出シテ学位ヲ請求シ帝国大学分科大学教授
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会ニ於テ之ト同等以上ノ学力アリト認メタル者
　二　博士会ニ於テ学位ヲ授クヘキ学力アリト認メタ
ル者
　2　帝国大学分科大学教授ニハ当該帝国大学総長ノ
推薦ニ依リ文部大臣ニ於テ学位ヲ授クルコトヲ得」と
記されているように、文部大臣が授与することとなっ
ている。
　勅令第 200 号 11）では「第二条　学位ハ大学ニ於テ
文部大臣ノ認可ヲ経テ之ヲ授与ス
第四条　学位ヲ授与セラルヘキ者ハ大学学部研究科ニ
於テ二年以上研究ニ従事シ論文ヲ提出シテ学部教員会
ノ審査ニ合格シタル者又ハ論文ヲ提出シテ学位ヲ請求
シ学部教員会ニ於テ之ト同等以上ノ学力アリト認メタ
ル者トス
第五条　学部教員会ハ前条ノ論文審査ニ付其ノ提出者
ニ対シ試問ヲ行フコトヲ得
第六条　大学ニ於テ学位授与ノ認可ヲ申請スルトキハ
論文及其ノ審査ノ要旨ヲ添附スヘシ

（中略）
第七条　学位ヲ授与セラレタル者ハ授与ノ日ヨリ六月
内ニ其ノ提出ニ係ル論文ヲ印刷公表スヘシ但シ学位授
与前既ニ印刷公表セラレタルモノナルトキ又ハ文部大
臣ニ於テ其ノ印刷公表ヲ相当ナラスト認メタルモノナ
ルトキハ此ノ限ニ在ラス（以下略）」と記されている
ように、文部大臣の認可を経て学位を授与することと
なっている。
　また、京都帝国大学学位規程 15）では「第二条　（略）
学位ヲ請求スル者ハ自著論文ニ履歴書ヲ添へ請求スル
学位ノ種類ヲ指定シテ之ヲ総長ニ提出スヘシ
総長ハ受理シタル論文ヲ当該学部教授会ノ審査二付ス
第三条　学位論文ハ一篇トシ三通ヲ提出スベシ但参考
トシテ他ノ論文ヲ附加スルコトヲ妨ケス（以下略）
第五条　学部教授会ハ審査ニ付セラレタル論文ニ就キ
教授中ヨリ委員ヲ選定シテ之ヲ調査セシム（以下略）
第六条　調査委員論文ノ調査ヲ了リタルトキハ其綱要
ニ意見ヲ付シテ之ヲ教授会ニ報告スヘシ
第七条　学位授与ノ決議ヲ為スニハ当該学部教授ノ三
分ノ二以上出席シ其三分ノ二以上ノ賛成アルコトヲ要ス
第八条　学部教授会ニ於テ審査ヲ了リタルトキハ学部長
ハ論文ニ其審査要旨ヲ添へ総長ニ報告スへシ（以下略）」
　しかし、実際の運用すなわち学位の申請・審査・授
与の決定・各著者について通知に至る過程を確認でき
る文書はいずれの館にもなく、いかなる経緯で京大附
属図書館、国会図書館における所蔵上の齟齬が生じた

かについての解明はできなかった。
　勅令第 200 号 11）では「第十条　学位ヲ有スル者其
ノ栄誉ヲ汚辱スル行為アルトキハ大学ニ於テ学位ニ関
スル規程ニ依リ文部大臣ノ認可ヲ経テ学位ノ授与ヲ取
消スコトヲ得」、京都帝国大学学位規程 15）では「第九
条　本学ニ於テ学位ヲ受領シタル者ニシテ其ノ栄誉ヲ
汚辱スル行為アルトキハ総長ハ当該学部教授会ノ議ヲ
経文部大臣ノ認可ヲ受ケテ学位ノ授与ヲ取消シ学位記
ヲ返還セシム
前項ノ議決ヲ為スニハ当該学部教授ノ三分ノ二以上出
席シ其四分ノ三以上ノ同意アルコトヲ要ス」と記され
ている。731 部隊員であった者については学位授与の
取消に関する審議がなされてしかるべきであったとも
考えられるが、審議の有無を証する文書は見つけられ
なかった。戦後も 731 部隊員が学位を授与されている
が、教授会の議、文部大臣の認可の経緯を証する文書
は見つけられなかった。しかし、戦後も 731 部隊員で
あった者に学位が授与されたという状況から、戦時中
の学位授与の取消の議はなされなかったと推察される。
　いずれにしても、これらの経緯の解明のためには、
両図書館以外の文書を探索し、閲覧する必要があると
考えられる。
　京大附属図書館、国会図書館における所蔵上の齟齬
が明らかになったことや京大附属図書館の調査で所在
が新たに明らかになった論文がかなりあったことか
ら、国会図書館のみの検索では調査は十分でない可能
性があるといえる。図書館で検索可能な論文そのもの
についても未だ十分に調査解明されていないことも明
らかとなった。今後他大学における図書館の学位論文
の調査を行うことにより、所在が新たに明らかになる
論文があると推察され、医師・医学者の戦争加担の事
実がいっそう解明できるものと期待できる。
　なお、本調査の京大医学博士の論文検索は DB 情報
によるもので、当時の論文の現物を悉皆閲覧する調査
は行っていない。したがって、京大の医学博士論文に
ついても見落としがあるかもしれない。京大附属図書
館所蔵の当時の学位論文は全て貴重図書であることか
ら国会図書館以上に閲覧・複写に関する制限があるこ
とが明らかとなった。当時の論文数は莫大であったこ
とから、何らかのより組織的系統的な取り組みが必要
ではないかと考えられる。
　731 部隊において倫理上問題のある研究が行われて
いたこと、731 部隊に属していたこと自体や行われて
いた研究の問題、戦後も 731 部隊に属していた者が
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731 部隊における研究で学位を授与されている問題な
どについては拙稿 4）や同引用文献などでも研究され
てきたが、各大学や文部省の関与の実態は未解明のま
まであった。本研究は、あらたに新資料の存在を確認
したに留まらず、731 部隊に加担したあるいは加担し
たとされる京大医学部卒業生等の大部分に 1960 年ま
で学位を文部省が大学を通じて授与してきたこと、学
位論文の論題およびその著者名・属性等の全容を初め
て明らかにした。学位授与の全過程を明らかにする資
料は得られなかったものの、学位授与者の確認により、
学位授与過程の調査対象者を確定できた。731 部隊長
であった石井四郎以降では 33 名であり、内 731 部隊
主要幹部とされる者は 23 名（軍医将校が 14 名、技師
9 名）であった。今後、これを手掛かりにした学位授
与過程の調査研究が、倫理上、問題のある論文や経歴
を有する者に京大や文部省がいかに関与したかを具体
的に明らかにするために、必要である。
　なお、本研究で閲覧できた諸論文の内容についての
戦争加担や倫理上の問題などを焦点にしたレビュー
は、紙数も限られているので、上述の課題の解明と並
行して、別途行われるべきと考える。

5．結論
　731 部隊に加担したあるいは加担したとされる京大
医学部卒業生等の学位論文について所在する全てを明
らかにすること目的として、京大図書館及び国会図書
館関西において閲覧可能な論文などを調査した。所在
が新たに明らかになったと考えられる論文が約 30 件
あった。太田黒論文は京大図書館のみに、増田、林、
平澤の論文は国会図書館のみで閲覧可能である、同一
論文について両図書館の書誌情報が異なるなどの齟齬
が見出され、国会図書館のみでは論文調査に遺漏があ
りうることが明らかとなった。学位申請から学位記授
与までの過程を解明しうる文書は見いだせなかった。
しかし、学位授与過程の調査対象者は石井以下少なく
とも 33 名もいることが確認できた。これを手掛かり
にした各論文を構成する論文のレビュー及び学位授与
過程の調査研究が、倫理上、問題のある論文や経歴を
有する者に京大や文部省がいかに関与したかを具体的
に明らかにするために、今後必要である。

　本稿の一部は　日本社会医学会第 53 回総会（2012
年 7 月 14 ～ 16 日、大阪）ミニシンポジウム「戦争と
医学」において発表した
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表．731部隊関係者等の京都大学の医学博士学位の授与　　　　　状況の概要（◎：731部隊軍医将校、○：731部隊技師）
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表．731部隊関係者等の京都大学の医学博士学位の授与　　　　　状況の概要（◎：731部隊軍医将校、○：731部隊技師）




